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研究要旨 

本研究の目的は，2018 年 4 月 24 日(承認番号：厚生労働省発政統 0424 第 3 号)によって提
供を受けた，中高年者縦断調査(2005-2016 年)について，中高齢層における生活習慣病の罹患
を中心とする健康状態と就業の関連性に焦点を当て，2018 年度の分析へ向けて，基本統計量
を概観することである． 

本研究では，就業におけるアウトカムとして，①就業有を 1，無を 0 とする 2 値変数；②就業有
のうち，仕事内容が知的労働である場合を 1(仕事内容：専門的・技術的職業従事者、管理的職
業従事者、事務従事者、販売従事者)，それ以外を 0(仕事内容：サービス職業従事者、保安職
業従事者、農業作業者、林業作業者、漁業作業者、運輸・通信従事者、生産工程・労務作業
者、分類不能の職業)とする 2 値変数；③正規雇用である場合を 1(勤め先での呼称：正規の職員
・従業員)，それ以外を 0(勤め先での呼称：パート、アルバイト、労働者派遣事業所の派遣職員、
契約社員・嘱託、その他)とする 2 値変数；④就業希望有を 1，無を 0 とする二値変数(就業希望
有のうち，就職活動をしている場合を 1，それ以外を 0 とする二値変数)；⑤週の就業時間；⑥1
時間当たりの賃金；⑦1 カ月当たりの所得を用いる．また，健康尺度として， ①生活習慣病の罹
患数；②糖尿病、心臓病、脳卒中、高血圧、脂質異常症、悪性新生物のうち医師診断のある疾
患数；③②で記載した生活習慣病が原因で入院有を 1，無を 0 とする 2 値変数；④健康診断の
受診有を 1，無の場合を 0 とする 2 値変数；⑤回答者本人の主観的健康感，及び，配偶者の主
観的健康感；⑥抑うつ指標 Kessler 6(K6)を用いる． 

分析の結果，(1)生活習慣病の罹患数，主観的健康感，K6 のいずれの健康尺度についても，
就業率や知的労働への就業率とは負の相関が観察された；(2)他方，こうした健康尺度と，週当た
りの就業時間や，経済学において労働生産性を示す指標として用いられる 1 時間当たりの賃金
に関しては，逆に正の相関が観察されたり，両者の相関が非線形であったりと，「見せかけの相
関」である可能性が高く，内生性／因果性の検証が必要である；(3)女性よりも，男性においてより
明確な相関が観察される傾向にある；(4)内生性を考慮しない単純回帰分析から，糖尿病，心臓
病，脳卒中，高血圧，脂質異常症，悪性新生物等の生活習慣病の罹患が，就業率を引き下げ，
就業時間を短くし，さらに，所得を引き下げる傾向にあることがわかった．本研究で概観された中
高年層における健康と就業に関する様々な基本統計量から，2018 年度では，中高年の健康と
労働生産性との関連性に関する更なる分析を進めることにする． 
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A. 研究目的  
本研究の目的は，2018 年 4 月 24 日(承

認番号：厚生労働省発政統 0424 第 3 号)に
よって提供を受けた，中高年者縦断調査

(2005-2016 年)について，中高齢層における

生活習慣病の罹患を中心とする健康状態と

就業の関連性に焦点を当て，2018 年度の

分析へ向けて，基本統計量を概観することで

ある． 
 
B. 研究方法  

本研究では，労働市場におけるアウトカム

として，①就業有を 1，無を 0 とする 2 値変

数；②就業有のうち，仕事内容が知的労働

である場合を 1(仕事内容：専門的・技術的

職業従事者、管理的職業従事者、事務従事

者、販売従事者)，それ以外を 0(仕事内容：

サービス職業従事者、保安職業従事者、農

業作業者、林業作業者、漁業作業者、運輸

・通信従事者、生産工程・労務作業者、分類

不能の職業)とする 2 値変数；③正規雇用で

ある場合を 1(勤め先での呼称：正規の職員・

従業員)，それ以外を 0(勤め先での呼称：パ

ート、アルバイト、労働者派遣事業所の派遣

職員、契約社員・嘱託、その他)とする 2 値

変数；④就業希望有を 1，無を 0 とする二値

変数(就業希望有のうち，就職活動をしてい

る場合を 1，それ以外を 0 とする二値変数)；
⑤週の就業時間；⑥1 時間当たりの賃金；

⑦1 カ月当たりの所得を用いる．また，健康

尺度として， ①生活習慣病数；②糖尿病、

心臓病、脳卒中、高血圧、脂質異常症、悪

性新生物のうち医師診断のある疾患数；

③②で記載した生活習慣病が原因で入院

有を 1，無を 0 とする 2 値変数；④健康診断

の受診有を 1，無の場合を 0 とする 2 値変

数；⑤回答者本人の主観的健康感，及び，

配偶者の主観的健康感；⑥抑うつ指標 
Kessler 6(K6)を用いる． 

本研究では，こうした労働市場におけるア

ウトカムと生活習慣病を中心とする健康との

関係性についての基本統計量を示し，男女

別・学歴別に，就業率・就業時間・所得を従

属変数とする単純な回帰分析を行う．但し，

本研究の最後に参考資料として示した回帰

分析については，内生性を考慮していないこ

とに留意して頂きたい． 
（倫理面への配慮） 

厚生労働省による二次利用データを統計

法第 33 条により申請し，許可を得て個票を

分析した(承認番号：厚生労働省発政統

0424 第 3 号；承認日 2018 年 4 月 24 日)．
提供された個票には個人を特定できる情報

は含まれていない． 
 

C．研究結果  
C-1 中高年の就業に関するアウトカム 
C-1-1 就業率の時系列変化  

図 1 は，調査年・年齢ごとの就業率の変

化を示している．全ての調査で，年齢が上が

ると就業率が減少することから，年齢と就業

率との間には負の相関があることがわかる．

また，直近の調査になるほど，負の相関が強

まる傾向が観察される． 
 
C-1-2 週当たりの就業時間の時系列変化  

図 2 は，調査年・年齢ごとの週当たりの就

業時間の変化を示している．全ての調査で，

年齢が上がると週の就業時間が短縮すること

から，年齢と就業時間との間には負の相関が

あることがわかる．また，直近の調査になるほ

ど，負の相関が強まる傾向が観察される． 
 

C-1-3 1 時間当たりの賃金の時系列変化  
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図 3 は，調査年・年齢ごとの 1 時間当たり

の賃金の変化を示している．年齢と賃金との

関連性については，就業率や就業時間ほど

明確ではなく，両者には，非線形の関係が

伺われる．  
 
C-1-4 1 カ月当たりの所得の時系列変化  

図 4 は，調査年・年齢ごとの 1 カ月当たり

の所得の変化を示している．2008 年以降，

年齢が上がると 1 カ月当たりの所得が減少

健康に転ずることが見て取れる．但し，2013-
2014 年と比較的高い年齢層で所得が増加

傾向にあり，賃金と同様，若干非線形の傾

向がみられる． 
 
C-1-5 知的労働への就業率の時系列変化  

図 5 は，調査年・年齢ごとの知的労働へ

の就業率の変化を示している．全ての調査

で，年齢が上がると就業率が減少することか

ら，年齢と知的労働への就業率との間には

負の相関があることがわかる．また，直近の

調査になるほど，負の相関が強まる傾向が観

察される． 
 
C-1-6 正規雇用への就業率の時系列変化  

図 6 は，調査年・年齢ごとの正規雇用へ

の就業率の変化を示している．まず，定年

(60 歳)までは年齢と就業率との間に相関は

観察出来ないが，定年を過ぎると，両者との

間に明らかな負の相関があることがわかる．

他方，直近の調査では，両者の相関が若干

弱まる傾向にあることが見て取れる． 
  
C-2 生活習慣病の罹患数  
C-2-1 生活習慣病の罹患数と就業率との関

係  
図 7 は，男女別・生活習慣病の罹患数と

就業率との関係を示している．男女とも，生

活習慣病の罹患数が増えると就業率が減少

するという負の相関がみられる．但し，罹患数

が一定数以上になると，標本数が少数である

ため，95%信頼区間が拡大し，統計学的な

有意性は確認できなかった．  
 
C-2-2 生活習慣病の罹患数と週当たりの就

業時間との関係  
図 8 は，男女別・生活習慣病の罹患数と

週当たりの就業時間との関係を示している．

男女ともに，就業率ほどには，明確な負の相

関は観察されない．男女ともに，生活習慣病

の罹患数が増えると，標本数が減少するた

め，95%の信頼区間は拡大する．就業率と

同様，内生性／因果性の存在を検証する必

要がある． 
 

C-2-3 生活習慣病罹患数と 1 時間当たりの

賃金との関係  
図 9 は，男女別・生活習慣病の罹患数と

1 時間当たりの賃金との関係を示している．

男女ともに，罹患数と賃金との間には，むし

ろ弱い正の相関が観察される．男女ともに，

生活習慣病の罹患数が増えると，標本数が

減少するため，95%の信頼区間は拡大する．

ここでも，内生性／因果性の存在を検証する

必要がある． 
 
C-2-4 生活習慣病罹患数と 1 カ月当たりの

所得との関係  
図 10 は，男女別・生活習慣病の罹患数と

1 カ月当たりの所得との関係を示している．

男性では，両者の間に相関が存在しないよう

に見える．他方，女性については，賃金と同

様，罹患数が 2-3 よりも大きい場合には，弱

い正の相関があるように見える．内生性／因
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果性の存在を検証する必要がある． 
 
C-2-5 生活習慣病罹患数と知的労働への

就業率との関係  
図 11 は，男女別・生活習慣病の罹患数と

知的労働への就業率との関係を示している．

男女ともに，両者の間には弱い負の相関が

観察されるが，男性の方が若干強い相関が

みてとれる．内生性／因果性の存在を検証

する必要がある． 
 
C-2-6 生活習慣病罹患数と正規雇用への

就業率との関係  
図 12 は，男女別・生活習慣病の罹患数と

正規雇用への就業率との関係を示している．

男性では，両者の間に負の相関が観察でき

るが，女性ではそうした傾向は観察されな

い．内生性／因果性の存在を検証する必要

がある． 
 
C-3 主観的健康感  
C-3-1 主観的健康感と就業率との関係  

図 13 は，男女別・主観的健康感と就業率

との関係を示している．男女ともに，主観的

健康感が良好であるほど就業率が高まる正

の相関が観察される．  
 
C-3-2 主観的健康感と週当たりの就業時間

との関係  
図 14 は，男女別・主観的健康感と週当た

りの就業時間との関係を示している．男女と

もに，両者の間に明確な相関は観察されな

かった． 
 

C-3-3 主観的健康感と 1 時間当たりの賃金

との関係  
図 15 は，男女別・主観的健康感と 1 時間

当たりの賃金との関係を示している．男女とも

に，「どちらかといえば悪い」を基点として，主

観的健康感と賃金との間に緩やかな正の相

関が観察されるが，「大変悪い」と回答した回

答者の賃金が男女ともに若干高い傾向にあ

ることがわかる．しかし，男女ともに，「大変悪

い」と回答した標本数は少数であるため，

95%の信頼区間は拡大する．内生性／因果

性の存在を検証する必要がある． 
 
C-3-4 主観的健康感と 1 カ月当たりの所得

との関係  
図 16 は，男女別・主観的健康感と 1 カ月

当たりの所得との関係を示している．男女とも

に，両者の間に正の相関が観察出来るが，

男性の方が，女性に比較するとより強い相関

がみられる．  
 
C-3-5 男女別・主観的健康感と知的労働へ

の就業率との関係  
図 17 は，男女別・主観的健康感と知的労

働への就業率との関係を示している．男女と

もに，両者の間には明確な正の相関が観察

される．  
 
C-3-6 男女別・主観的健康感と正規雇用へ

の就業率との関係  
図 18 は，男女別・主観的健康感と正規雇

用への就業率との関係を示している．男女と

もに明確な相関は観察されない． 
 
C-4 抑うつ指標 Kessler 6(K6) 
C-4-1 K6 と就業率との関係  

図 19 は，男女別・K6 と就業率との関係を

示している．男女ともに，K6 が高まり抑うつ

傾向が強まるほど，就業率が低下する負の

相関が観察される．特に，男性においてこう
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した傾向が顕著であることがわかる． 
 
C-4-2 K6 と週当たりの就業時間との関係  

図 20 は，男女別・K6 と週当たりの就業時

間との関係を示している．男女ともに，就業

率とは逆に，抑うつ傾向が強まるほど若干就

業時間が長くなる傾向が観察出来るが，就

業時間が長いため K6 の得点が高いという

逆相関の可能性が否定できず，内生性／因

果性の存在を検証する必要がある． 
 

C-4-3 K6 と 1 時間当たりの賃金との関係  
図 21 は，男女別・K6 と 1 時間当たりの賃

金との関係を示している．男女ともに，K6 が

高まり抑うつ傾向が強まるほど，賃金が低下

する負の相関が観察される．特に，男性にお

いてこうした傾向が顕著であることがわかる． 
 
C-4-4 K6 と 1 カ月当たりの所得との関係  

図 22 は，男女別・K6 と 1 カ月当たりの所

得との関係を示している．賃金と同様，特に

男性で，K6 が高まり抑うつ傾向が強まるほ

ど，所得がが低下する負の相関が観察され

る． 
 
C-4-5 男女別・K6 と知的労働への就業率と

の関係  
図 23 は，男女別・K6 と知的労働への就

業率との関係を示している．男女ともに，K6
が高まり抑うつ傾向が強まるほど，知的労働

への就業率が低下する傾向にあり，両者の

間には明確な負の相関が観察される．  
 
C-4-6 男女別・K6 と正規雇用への就業率と

の関係  
図 24 は，男女別・K6 と正規雇用への就

業率との関係を示している．男女ともに明確

な相関は観察されない． 
 
D．考察／E. 結論  

分析の結果，(1)生活習慣病の罹患数，

主観的健康感，K6 のいずれの健康尺度に

ついても，就業率や知的労働への就業率と

は負の相関が観察された；(2)他方，こうした

健康尺度と，週当たりの就業時間や，経済

学において労働生産性を示す指標として用

いられる 1 時間当たりの賃金に関しては，逆

に正の相関が観察されたり，両者の相関が

非線形であったりと，「見せかけの相関」であ

る可能性が高く，内生性／因果性の検証が

必要である；(3) 女性よりも，男性においてよ

り明確な相関が観察される傾向にある． 
本研究では，最後に，単純回帰分析を行

った．結果は，参考表 1-1～参考表 3-2 に示

されている．当該結果は内生性／因果性を

考慮に入れていないため，係数にバイアスが

かかっていることに留意して頂きたい．その上

で， 当該分析において従属変数として投入

した，糖尿病，心臓病，脳卒中，高血圧，脂

質異常症，悪性新生物等の生活習慣病の

罹患が，就業率を引き下げ，就業時間を短く

し，さらに，所得を引き下げる傾向にあること

がわかった． 
本研究で概観された中高年層における健

康と就業に関する様々な基本統計量から，

2018 年度では，中高年の健康と労働生産

性との関連性に関する更なる分析を進めるこ

とにする． 
 
F．健康危険情報  
特に無し． 
 
G. 研究発表  
1．論文発表  
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特に無し． 
 
2．学会発表  
特に無し． 

 
H．知的財産権の出願・登録状況(予定を含

む) 
1．特許取得  
特に無し． 
 
2．実用新案登録  
特に無し． 
3．その他  
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[図 1] 調査年・年齢ごとの就業率の変化 

 
 
[図 2] 調査年・年齢ごとの週当たりの就業時間の変化 
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[図 3] 調査年・年齢ごとの 1 時間当たりの賃金の変化 

 
 
[図 4] 調査年・年齢ごとの 1 カ月当たりの所得の変化 
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[図 5] 調査年・年齢ごとの知的労働への就業率の変化 

 
 
[図 6] 調査年・年齢ごとの正規雇用への就業率の変化 
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[図 7] 男女別・生活習慣病の罹患数と就業率との関係 

 

 
[図 8] 男女別・生活習慣病罹患数と週当たりの就業時間との関係 

 

 
[図 9] 男女別・生活習慣病罹患数と 1 時間当たりの賃金との関係 
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[図 10] 男女別・生活習慣病罹患数と 1 カ月当たりの所得との関係 

 

 
 [図 11] 男女別・生活習慣病罹患数と知的労働への就業率との関係 

 

 
[図 12] 男女別・生活習慣病罹患数と正規雇用への就業率との関係 
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 [図 13] 男女別・主観的健康感と就業率との関係 

 

 
[図 14] 男女別・主観的健康感と週当たりの就業時間との関係 

 

 
[図 15] 男女別・主観的健康感と 1 時間当たりの賃金との関係 
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[図 16] 男女別・主観的健康感と 1 カ月当たりの所得との関係 

 

 
[図 17] 男女別・主観的健康感と知的労働への就業率との関係 

 

 
[図 18] 男女別・主観的健康感と正規雇用への就業率との関係 
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 [図 19] 男女別・K6 と就業率との関係 

 

 
[図 20] 男女別・K6 と週当たりの就業時間との関係 

 

 
[図 21] 男女別・K6 と 1 時間当たりの賃金との関係 
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[図 22] 男女別・K6 と 1 カ月当たりの所得との関係 

 

 
[図 23] 男女別・K6 と知的労働への就業率との関係 

 

 
[図 24] 男女別・K6 と正規雇用への就業率との関係 
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